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　住民間の「ヘイト*1」を生み出すものは何か？

　約５年前、私はレキシントン町の行政委員の委託でこれらを調査

し建設的な対話への対策を提案するボランティアグループに参加し

た。私以外の委員は大学の社会学の教授や元教育委員、引退した企

業の重役などで町のボランティア歴も長い。PTA程度の経験しかな

い私がこのようなグループに誘われたのは、行政委員が移民の観点

を取り入れたいと願ったからである。

　この委員会を含むボランティア経験から私が学んだのは、少なく

ともレキシントン町では「肌の色や英語の訛りといった表面的な差

異に基づく偏見、他文化への無理解、白人優位主義がヘイトを生み

出すと単純に結論づけるのは過ちである」ということだった。この

町の軋轢や対立の多くは、むしろ個人の価値観の差から生じている

のだ。

◇◆◇

　この町で町民の対立が際立つのは、「Override（オーバーライ

ド）」住民投票前の数ヶ月である。YES（賛成）派対NO（反対）派

のキャンペーンが激しくなるにつれ、対立する派を中傷するチラシ

がまかれ、自宅の前に掲げたサインが盗まれ、隣人同士が怒鳴り合

う不愉快な小事件が多発する。

　このオーバーライドとは、固定資産税の値上がりを年2.5%以内

に押さえる（もっと複雑なのだが割愛する）というマサチューセッ

ツ州が定めた「Proposition
2
1/2」という条例を各自治体の住民

投票で無効にし（Override）、税収入を増やして必要な出費をまか

なうことである。

　日本人の私たちにとって驚きなのは、地方自治体の行政費の大部

分が自給自足であり、特に公立学校の運営費が町全体の歳出で大き

な割合（レキシントン町では６割前後）を占めていることである。

しかも、レキシントン町は住環境を優先して商・工業用地を限定し

ているので歳入のほとんどを町民の固定資産税に頼っている。問題

は、光熱費、健康保険を含む教師の人件費、特殊教育費の上昇によ

り、過去には校舎の修復などの特別なときにだけ必要だったオー

バーライドが現在ではほぼ毎年必要になっていることだ。

　オーバーライド賛成派と反対派の衝突の原因は価値観の違いにあ

る。まず両派では公立学校のあるべき姿と最低基準が異なる。賛成

派は、「公教育は民主主義でもっとも重要な部分であり、町はすべて

sliKR
の生徒に才能を発揮できる教育の場を与える義務がある」と考える

が、反対派からよく聞く反論は、「公立学校は読み書きを教えれば

よい。音楽や芸術を学ばせたいのならば私立学校に通わせるべきだ」

というものである。次に教育の優先度も異なる。高齢者が多い反対

派が求めるのは「教育重視の町」ではなく「住民が公共に奉仕し、

互いに助け合う」昔ながらの町である。また質素倹約を美徳として

育った彼らは、公立学校が無駄遣いをするからオーバーライドが必

要なのだと信じるきらいがある。

◇◆◇

　町の人口統計上の変化も住民感情に影響を与えている。

　つい最近まで、レキシントン町では教師や警官が引退して家を売

るときには地元の若い教師や警官がそれらを購入したものである。

ところが、2004年にはレキシントンの一軒家の平均販売価格は83

万２千ドル（約９千万円）に上昇し、町で働く若い教師や警官の給

料でこれらの家を購入することは不可能になった。

　彼らのかわりにそれらの家を購入しているのが、優れた教育を求

めるアジア系移民と高収入の若い夫婦である。彼らは自分の収入と

わが子の成績に直結する活動には労力を費やすが、これまで地元出

身者が進んで引き受けてきたサッカーのコーチやPTAといったボラ

ンティアには尻込みする傾向がある。オーバーライド賛成派の中心

人物たちは学校や町のボランティアを誰よりも多くこなしているの

だが、反対派の旧住民たちの目に入るのは「わが子をよい大学に入

れたい利己主義の親」だけであり、「そんな者のために高い税金を

払いたくない」という反感が強まるのである。

◇◆◇

　知人でユダヤ人の元教育委員が自宅の前庭にオーバーライド賛成

のサインを立てていたところ、隣人に「この町の公立学校の成績が

よいのは単にユダヤ人と中国人が多いから。学校にかける金額は関

係ない」と怒鳴られた。最初にこの話を聞いたときはショックだっ

たが、そのうち、この差別的な発言には、自分たちの経済・社会・

文化的遺産を受け継ぐ者を追い出した新住民のために生活を切り詰

めて高い税金を払わなければならない憤りが込められているのでは

ないかと思うようになった。

　だからこそ、先月号で香港出身のコニーさんが主張したように

真っ向から「人種差別だ！」とこれらの

人々を糾弾するのは見当違いなだけでなく

効果がないのである。なぜなら、このヘイ

トは特定の人種への偏見というよりも、あ

る集団が代表する価値観の差に対するヘイ

トなのだから。

�N�� !Ee~íÉF���� !�� !"�#$%&'()*+�� �� 

�� !"#$%&�� !"�#�e~íÉ=ÅêáãÉ��� !_á~ë=ÅêáãÉ��� 

�� !"�� �� !"#$%#&�� !"#$%&������ �

�� !"#$%&'()*+,-�� !"#�� �� !"#$%&

����� !"# $%&���� !"#$%sçäKQ�E�� !"#$%&

OMMT�� !"F�� !"#$%&

�� !"#$%&'()*+,-.-/0123

Inside Sep. 10/23/10, 2:46 PMPage 7 Adobe PageMaker 6.5J/PPC


